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福島の処理水放出
～情報を読み解くヒント～

　政府と東京電力は 2023 年 4月27日、福島第一原子力発電所の処理水の保管タンクが満杯になる
時期が、従来の「今年夏から秋ごろ」から「2024 年 2 月から6月ごろ」になるとの試算を発表しまし
た（5月現在、全容量約137 万㎥の約 97％を使用）。
　一方、処理水の処分は先送りできないとし、政府方針である今年夏ごろまでとする放出開始目標は
変更しないとしています。6月12日からは放射性物質を含まない水を使った放出試験が始まりました。
　しかし、安全性や風評被害を懸念する声も聞かれます。
　私たちは、この問題について、どのような点に着目して考えていけばいいのか。ジャーナリストとして
この問題に関わってきた筆者の論考をお届けします。

順
調
に
進
ん
で
い
れ
ば
、
も
う
、
溜
ま
り
に
溜
ま
っ
た
水
の
処
分
が
始

ま
っ
て
い
る
頃
だ
ろ
う
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
保
管
さ
れ
て
き
た

処
理
水
の
海
洋
放
出
で
あ
る
。
1
0
0
0
基
を
超
え
る
巨
大
貯
水
タ
ン

ク
が
広
大
な
敷
地
を
埋
め
尽
く
す
。
な
お
増
え
れ
ば
肝
心
の
廃
炉
作
業

を
妨
げ
か
ね
な
い
。
海
洋
放
出
が
始
ま
れ
ば
、
大
き
な
一
歩
と
言
え
る
。

懸
念
さ
れ
る
の
は
国
内
外
か
ら
の
妨
害
工
作
だ
。
と
り
わ
け
観
光
や

農
水
産
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
風
評「
加
害
」が
懸
念
さ
れ
る
。
巧
妙
か
つ

執
拗
に
続
く
で
あ
ろ
う
、
そ
う
し
た
攻
撃
に
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

い
ま
さ
ら
な
が
ら
不
明
を
恥
じ
る
。
目
に
し
た
当
初
は「
こ
ん
な
記
事
、
ま

と
も
に
相
手
に
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
」と
思
っ
て
い
た
。
2
0
1
8
年
8
月
20
日

の
東
京
新
聞
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
た「
福
島
第
一
の
ト
リ
チ
ウ
ム
水
、
基
準
超
す

放
射
性
物
質
検
出
、
半
減
期
1
5
7
0
万
年
の
ヨ
ウ
素
1
2
9
も
」で
あ
る
。

こ
う
書
く
。「（
発
生
し
た
）汚
染
水
を
浄
化
し
た
後
に
残
る
放
射
性
物

質
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
ん
だ
水
に
、
他
の
放
射
性
物
質
が
除
去
し
き
れ
な

い
ま
ま
残
留
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」「
ト
リ
チ
ウ
ム
水
を
巡
っ
て

は
、
人
体
へ
の
影
響
は
小
さ
い
な
ど
と
し
て
、
処
分
に
向
け
た
議
論
が

政
府
の
小
委
員
会
で
本
格
化
し
、
今
月
末
に
は
国
民
の
意
見
を
聞
く
公

聴
会
が
開
か
れ
る
が
、
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性
物
質
の
存
在
に
つ

い
て
は
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
て
い
な
い
」「
有
力
な
処
分
方
法
の
海
洋
放

出
の
場
合
、
ト
リ
チ
ウ
ム
水
を
希
釈
し
て
流
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
残

留
す
る
放
射
性
物
質
も
基
準
値
以
下
に
薄
ま
る
と
み
ら
れ
る
が
、
風
評

被
害
を
懸
念
す
る
地
元
漁
業
者
を
は
じ
め
、
国
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
が

必
要
に
な
る
」

政
府
や
東
京
電
力
は
ウ
ソ
を
つ
い
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
技
術

的
に
除
去
が
難
し
い
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
は
取
り
除
く
は
ず
で
は
な
か
っ

た
か
。
そ
う
し
た
疑
念
を
抱
か
れ
そ
う
な
内
容
だ
が
、
記
事
に
対
す

る
第
一
印
象
は
正
直
、「
こ
れ
を
書
い
た
記
者
は
取
材
が
足
り
な
い
。
掲

載
し
た
新
聞
も
不
見
識
」だ
っ
た
。
理
由
は
、
記
事
に
あ
る「
他
の
放

射
性
物
質
の
残
留
」は
、
公
知
の
事
実
だ
と
思
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

震
災
の
直
後
か
ら
現
場
で
は
、
作
業
環
境
の
改
善
が
最
重
要
の
課

題
の
一
つ
だ
っ
た
。
放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
ホ
コ
リ
や
土
が
舞
い
、
強

い
放
射
線
が
飛
び
交
う
。
リ
ス
ク
を
伴
う
過
酷
な
状
態
を
放
置
し
て
い

て
は
、
作
業
員
の
行
動
は
厳
し
く
制
約
さ
れ
、
廃
炉
の
円
滑
な
進
展

は
期
待
で
き
な
い
。
東
京
電
力
に
は
原
子
力
規
制
委
員
会
か
ら
も
繰

り
返
し
、
敷
地
の
被
ば
く
線
量
を
低
減
さ
せ
る
対
策
を
急
げ
と
注
文

が
つ
い
て
い
た
。

粉
塵
対
策
と
し
て
瓦が

礫れ
き

の
撤
去
や
除
染
、
樹
木
の
伐
採
、
舗
装
が

急
速
に
進
め
ら
れ
た
。
も
う
一
つ
の
対
策
の
柱
が
水
の
浄
化
だ
っ
た
。

壊
れ
た
原
子
炉
、
建
屋
に
流
入
し
て
回
収
さ
れ
た
水
に
は
高
濃
度
の

放
射
性
物
質
が
含
ま
れ
る
。
簡
易
的
な
浄
化
処
理
の
後
で
タ
ン
ク
に

保
管
し
て
い
た
が
、
な
お
強
い
放
射
線
を
出
す
。
完
全
な
浄
化
は
と

り
あ
え
ず
後
回
し
に
し
て
、
取
り
残
し
が
あ
っ
た
と
し
て
も
速
度
を

印
象
操
作
に
興
じ
る
メ
デ
ィ
ア

印
象
操
作
に
興
じ
る
メ
デ
ィ
ア

公
知
の
事
実
に
尾
ひ
れ
が
つ
く

公
知
の
事
実
に
尾
ひ
れ
が
つ
く

台湾の原子力関連専門家による福島第一原子力発電所 K4タンク群視察の様子（撮影日2023年6月16日）
　　出典：東京電力ホールディングス



【図1】
2014年12月25日に政府に説明した文書

放射性物質の残留は作業の前提だった。

出典：東京電力が、2014年12月25日の廃炉・汚染水対策チーム会合
／事務局会議（第13回）で示した資料から

https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/20141225_01.html
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最
優
先
に
浄
化
が
進
め
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、
敷
地
の
放
射
線
量
は
大
幅
に
下
が
り
、
ほ
と
ん
ど
の

場
所
で
軽
装
の
ま
ま
作
業
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
記
者
た
ち
の
取

材
は
も
ち
ろ
ん
、
国
内
外
か
ら
廃
炉
作
業
を
視
察
に
訪
れ
る
人
た
ち

の
受
け
入
れ
件
数
は
急
増
し
、
現
場
の
実
態
や
日
常
が
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
で
き
る
だ
け
大
勢
の
人
に
現
地
を
見
て
も
ら
お

う
、
と
東
京
電
力
が
野
心
的
な
目
標
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
敷
地
の
被
ば
く
線
量
低
減
の
成
果
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

旧
ソ
連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
の
事
故
現
場
を
取
材
に

訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
ソ
連
崩
壊
の
混
乱
期
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
各

地
で
行
政
機
関
は
機
能
不
全
だ
っ
た
。
事
前
に
は
、
現
地
の
情
報
は
限

定
的
に
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
信
ぴ
ょ
う
性
に
疑
問
符
が
つ

い
た
。
一
応
、
日
本
国
内
の
専
門
家
に
意
見
を
い
ろ
い
ろ
伺
い
、
準
備

は
し
て
い
た
も
の
の
、
取
材
時
の
被
ば
く
対
策
は
、
振
り
返
っ
て
み
れ

ば
素
人
丸
出
し
で
、
安
全
性
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、

今
と
な
っ
て
は
わ
か
ら
な
い
。

地
面
に
簡
易
的
な
放
射
線
測
定
器
を
近
づ
け
る
と
、
検
出
音
が
日
本

国
内
で
の
測
定
時
よ
り
活
発
に
鳴
っ
た
し
、
壊
れ
た
原
子
炉
の
周
辺
で

は
風
が
吹
く
と
粉
塵
が
舞
っ
て
い
た
。
現
地
に
公
的
な
被
ば
く
管
理
体

制
は
な
い
に
等
し
く
、
発
電
所
か
ら
半
径
30

km
の
範
囲
は
立
ち
入
り
が

制
限
さ
れ
た
区
域
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
ん
で
い
る
人
が
か
な
り
い
た
。

ど
こ
か
ら
入
り
込
ん
だ
の
か
、
ド
ラ
イ
ブ
に
来
て
い
た
若
者
ま
で
い
た
。

す
で
に
事
故
か
ら
約
10
年
が
過
ぎ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
だ
。

福
島
は
ま
っ
た
く
違
う
。
廃
炉
の
先
行
き
は
険
し
く
と
も
、
作
業

の
安
全
確
保
は
デ
ー
タ
に
基
づ
き
実
証
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
取

材
や
視
察
に
訪
れ
た
多
く
の
人
も
、
そ
う
実
感
し
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
随
時
、
規
制
委
の
検
討
会
に
報
告
さ
れ
て

い
た
。
水
の
浄
化
も
、
東
京
電
力
の
都
合
で
一
方
的
に
進
め
ら
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
規
制
委
が
浄
化
の
方
法
や
設
備
、
処
理
の
方
針

ま
で
審
査
し
許
可
し
て
い
た
。
そ
ん
な
こ
と
は
真
面
目
に
取
材
し
て
い

る
記
者
に
は
常
識
の
は
ず
だ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
記
者
が
自
ら
現
地
に

出
向
い
て
取
材
す
る
際
に
、
ど
の
よ
う
に
被
ば
く
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
の
か
、
ま
さ
か
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
経
済
産
業
省
が
処
理
水
の
処
分
策
に
関

し
て
福
島
県
な
ど
で
公
聴
会
を
開
く
直
前
だ
っ
た
。
最
も
注
目
さ
れ
そ

う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
狙
っ
た
の
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
企
図
し
た
と
お

り
、
公
聴
会
で
は
参
加
者
が
口
々
に
不
信
、
不
安
を
訴
え
た
。
そ
れ
が

繰
り
返
し
報
道
さ
れ
た
。
悪
印
象
を
伴
う「
汚
染
水
」の
用
語
を
控
え
、

よ
り
客
観
的
な「
処
理
水
」の
用
語
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
一
部
メ

デ
ィ
ア
も
再
び
冷
静
さ
を
失
い
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
、「
汚
染
水
」と
言

い
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

繰
り
返
す
が
、「
残
留
」は
あ
く
ま
で
緊
急
時
の
対
応
の
一
環
で
あ

実
証
的
な
日
本
の
廃
炉
現
場

実
証
的
な
日
本
の
廃
炉
現
場

報
道
が
生
み
出
し
た
悪
印
象

報
道
が
生
み
出
し
た
悪
印
象

事
実
確
認
は
記
者
の
基
本
だ
が

事
実
確
認
は
記
者
の
基
本
だ
が

り
、
処
分
の
方
法
と
し
て
最
終
的
に
海
洋
放
出
が
選
択
さ
れ
る
な
ら
、

当
然
、
再
度
の
浄
化
処
理
を
経
て
基
準
に
合
わ
せ
る
前
提
だ
っ
た
。

こ
の
報
道
の
影
響
は
今
も
続
く
。
今
年
5
月
27
日
の
朝
日
新
聞
朝
刊

に「
続
く『
そ
の
場
し
の
ぎ
』回
る
ツ
ケ
」と
の
コ
ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。「
汚
染
水
を
、『
安
全
』に
処
理
し
て
海
に
流
す
こ
と
へ
の
漁
業
者
ら
の

反
発
。
そ
の
原
因
を
た
ど
る
と
、
東
京
電
力
や
国
が『
そ
の
場
し
の
ぎ
』

を
続
け
て
き
た
歴
史
が
垣
間
見
え
る
」と
、
い
ま
だ
に「
汚
染
水
」の
言
葉

を
用
い
つ
つ
、
2
0
1
8
年
の
東
京
新
聞
報
道
と
そ
の
後
の
影
響
に
言

及
す
る
。「
処
理
水
に
、
取
り
除
か
れ
て
い
る
は
ず
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

な
ど
が
基
準
を
超
え
て
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
発
覚
。
東
京
電
力
は
情

報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
載
せ
て
い
た
と
釈
明
し
た
が
、
処
理
問
題
を

話
し
合
う
国
の
会
議
で
は
説
明
を
省
い
て
い
た
。
信
頼
や
理
解
が
地
元

に
根
付
か
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
経
緯
が
あ
る
た
め
だ
」と
批
判
す
る
。

い
や
い
や
、
報
道
の
せ
い
だ
ろ
う
、
と
言
い
た
く
な
る
。
な
に
よ
り

「
取
り
除
か
れ
て
い
る
は
ず
の
」と
は
一
体
、
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
。

何
が
根
拠
な
の
か
。
当
時
か
ら
、
そ
ん
な
前
提
は
な
か
っ
た
。

東
京
電
力
が
2
0
1
4
年
12
月
25
日
に
政
府
に
説
明
し
た
文
書
に
は
、

浄
化
作
業
の
方
針
に
つ
い
て
、
こ
う
あ
る
。「
汚
染
水
貯
留
時
に
お
け
る
リ

ス
ク
・
線
量
を
早
期
に
低
減
す
る
た
め
、
敷
地
境
界
に
お
け
る
実
行
線
量

へ
影
響
を
与
え
な
い
範
囲
で
、（
告
示
濃
度
限
度
に
と
ら
わ
れ
ず
に
）放
射

性
核
種
を
十
分
低
い
濃
度
ま
で
除
去
す
る
」（「
実
行
」は「
実
効
」の
誤
り
だ

ろ
う
）。
明
確
に
、
残
留
が
あ
る
か
ど
う
か
に
は「
と
ら
わ
れ
ず
に
」作
業

す
る
と
書
か
れ
て
い
る【
図
1
】。
事
実
確
認
は
記
者
の
基
本
だ
。
理
解
に

苦
し
む
。

こ
の
報
告
が
あ
っ
た「
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
チ
ー
ム
会
合
／
事
務
局

会
議
」は
、
政
府
、
東
京
電
力
が
作
業
の
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
た
め

に
ほ
ぼ
毎
月
開
い
て
い
る
会
議
だ
。
会
議
後
は
、
経
済
産
業
省
と
東

京
電
力
か
ら
担
当
記
者
た
ち
に
資
料
が
配
布
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
関

す
る
記
者
会
見
も
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。

知
ら
な
か
っ
た
、
は
あ
り
得
な
い
。

20
年
2
月
に
専
門
家
ら
で
構
成
す
る
経
済
産
業
省
の「
多
核
種
除



【図２】
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悪
し
き
連
鎖
を
食
い
止
め
よ
う

悪
し
き
連
鎖
を
食
い
止
め
よ
う

去
設
備
等
処
理
水
の
取
扱
い
に
関
す
る
小
委
員
会
」の
報
告
書
に
も
、

こ
う
し
た
経
緯
が
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。

「
A
L
P
S
（
汚
染
水
対
策
の
一
つ
で
あ
る
多
核
種
除
去
設
備
）は
ト

リ
チ
ウ
ム
以
外
の
62
種
類
の
放
射
性
物
質
を
告
示
濃
度
未
満
ま
で
浄

化
す
る
能
力
を
有
し
て
い
る
が
、
処
理
を
開
始
し
た
当
初
は
、
敷
地

境
界
に
お
け
る
追
加
の
被
ば
く
線
量
を
下
げ
る
こ
と
を
重
視
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
タ
ン
ク
に
保
管
さ
れ
て
い
る
A
L
P
S
処
理
水
の

約
7
割
に
は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性
物
質
が
環
境
中
へ
放
出

す
る
際
の
基
準（
告
示
濃
度
限
度
比
総
和
１
未
満
）を
超
え
て
含
ま
れ

て
い
る
。
A
L
P
S
小
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
十
分
に
処
理
さ
れ

て
い
な
い
水
に
つ
い
て
、
環
境
中
に
放
出
さ
れ
る
場
合
に
は
、
希
釈

を
行
う
前
に
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性
物
質
が
告
示
濃
度
比
総
和

1
未
満
に
な
る
ま
で
確
実
に
浄
化
処
理（
2
次
処
理
）を
行
う
こ
と
を

前
提
に
、
A
L
P
S
処
理
水
の
取
扱
い
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
」

コ
ラ
ム
を
書
い
た
記
者
に
は
一
読
を
強
く
勧
め
た
い
。

こ
う
し
て
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
風
評「
加
害
」は
起
き
る
。
そ
れ
が
再

び
拡
散
さ
れ
る
。
悪
し
き
連
鎖
を
食
い
止
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
。
自
分
は
関
係
な
い
、
難
し
そ
う
だ
し
、
面
倒
く
さ
い
、
と
思
う

人
も
い
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
待
っ
て
ほ
し
い
。
難
解
な
と
こ
ろ
は
も
う

専
門
家
た
ち
が
徹
底
的
に
考
え
、
議
論
し
尽
く
し
て
い
る
。
覚
え
て

ＡＬＰＳ処理水についてお伝えしたいこと
ALPS処理水の処分とは

福島第一原子力発電所のALPS処理水対策
は放射線リスクを下げる廃炉の一環
で安全・着実に進めていきます。

1 ALPS処理水の処分とは

福島第一原子力発電所の廃炉を進めるために、安全
を確保したうえでALPS処理水の海洋
放出を行う予定です。

ALPS処理水
CHECK !

2 ALPS処理水とは

ALPS（アルプス）は、水に含まれる放射性物質を
取り除くための専用設備です。

Advanced Liquid
Processing System

ALPS＝多核種除去設備
ALPS
処理水

放射性
物質を
含む水

3

ALPS処理水とは

ALPS（アルプス）では、トリチウム以外の放射
性物質を国の規制基準を満たすまで除去します。

セシウム トリチウムストロンチウムヨウ素

国の
規制基準

浄化前

浄化後

4 ALPS処理水とは

ALPS（アルプス）処理水等は1000基を超えるタンクで
保管しています。その中の純粋なトリチウム
水の総量は目薬１本分です。

約15cc
（純粋なトリチウム水の総量）

約130万トン
（ALPS処理水等の総量）

5 トリチウムはどんな放射性物質？

トリチウム水は水とほぼ同じ性質の
液体として、存在しています。

トリチウム含む水分子（HTO）水の分子（H2O）

水素水素 トリチウム（三重水素）

酸素酸素

水素

6

トリチウムはどんな放射性物質？

トリチウムは、雨、海、飲料水、食べ物など身近
なものや私たちの体にも含まれています。

河川・海

雨水

人体 数十ベクレル

飲料水

～１ベクレル/リットル 220兆ベクレル/年
（日本）

７

ALPS処理水の放出方法は？

ALPS（アルプス）処理水に残るトリチウムを海
水で希釈し、安全な水であることを
確実にします。
ALPS処理水

希釈設備
海水

海水で希釈し、
規制基準を満たす

１0

ALPS処理水の放出方法は？

トリチウムは、これまでも国内外の原子
力施設から安全基準を満たした上で放出されて
います。 世界各国の原子力施設からのトリチウムの年間放出量（液体放出）

出典：英国：Radioactivity in Food and the Environment,2019 カナダ： Canadian 
National Report for the Convention on Nuclear Safety フランス：トリチウム
白書 その他の国･地域： 電力事業者の報告書より作成

１3 安全性の評価

放水地点から２～３㎞離れるとトリチウム
の濃度は周
辺の海水と
同じになると評
価しています。

１4 安全性の評価

国、福島県、東京電力は、計画的に海水や魚
などを測定・分析し、すべての分析結果を
WEB上で公開しています。

１5

安全性の評価

ALPS（アルプス）処理水の海洋放出に伴う人
への影響は極めて小さく、歯のレントゲン
で受ける放射線の影響と比べても大きく下回ります。

mSv=ミリシーベルト

東京～ニューヨーク間（往復）
0.11～0.16mSv程度
歯のレントゲン
0.01mSv程度

日本人
平均年間 2.1mSv
１人あたりの自然放射線

ALPS処理水を海洋に放出した
場合の1年間の放射線影響

年間0.000002
～0.00003mSv

１6 安全性の評価

ALPS（アルプス）処理水の海洋放出について、国際原
子力機関（IAEA）や世界各国の専
門家に安全性の確認をいただいています。

１7 安全性の評価

ALPS（アルプス）処理水の安全性を見える形
でお示しするため、ALPS処理水を加えた海水で魚や
貝を飼育してWEB公開しています。

１8

ALPS処理水の放出方法は？

海洋放出する水に含まれるトリチウムの濃度は
国の安全基準を十分満たしています。

トリチウムの濃度

※放出口における濃度の水を、生まれてから70歳になるまで毎日約2リットル
飲み続けた場合に、平均の線量率が１年あたり1ミリシーベルトに達する濃度

WHO（世界保健機関）の
飲料水基準

ALPS処理水を海水
放出する際の濃度

国の安全基準※

１１ ALPS処理水の放出方法は？

海洋放出するトリチウムの年間の総量
は、福島第一原子力発電所運転当時の管理
目標値を下回るよう、適切に管理します。

トリチウムの放出管理目標値

※次年度の年間放出量が、できるだけ小さくなるように毎年度末に見直します。

1年あたり22兆ベクレル未満1年あたり22兆ベクレル未満

ALPS処理水海洋放出時福島第一原子力発電所運転当時

１2

トリチウムはどんな放射性物質？

トリチウムは、体内で
濃縮されたり、蓄積されない
ことが確認されています。

トリチウムは、飲料水や食べ物の中
に含まれていて、人間の体の中にも
常に存在しています。

8 トリチウムはどんな放射性物質？

トリチウムが出す放射線のエネルギー
は、紙１枚で防げるほど弱いです。

厚い金属薄い金属紙

ガンマ線・エックス線
（レントゲンなど）

ベータ線
（トリチウム）

９

出典：東京電力の「ALPS処理水についてお伝えしたいこと」から　https://www.tepco.co.jp/alps_guide/

お
く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
そ
う
多
く
な
い
。

最
も
シ
ン
プ
ル
な
の
は
、
東
京
電
力
が
用
意
し
て
い
る
18
枚
の
イ
ラ
ス

ト
だ
。
特
設
サ
イ
ト「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
こ
と
」

（https://w
w
w.tepco.co.jp/alps_guide/

）に
掲
載
さ
れ
て
い
る【
図
2
】。

１
枚
目
は「
A
L
P
S
処
理
水
対
策
は
放
射
線
リ
ス
ク
を
下
げ
る
廃
炉
の

一
環
」だ
。
目
的
が
書
か
れ
て
い
る
。
放
射
性
物
質
を
含
む
水
を
そ
の
ま
ま

溜
め
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま
ず
除
去
し
て
安
全
性
を
確
保
す
る
。

２
枚
目
は「
安
全
を
確
保
し
た
う
え
で
海
洋
放
出
を
行
う
予
定
」だ
。

浄
化
し
て
安
全
性
を
高
め
て
も
保
管
し
て
お
く
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
界
が

あ
る
。
他
の
作
業
の
支
障
に
も
な
る
。
海
洋
放
出
の
理
由
だ
。

３
枚
目
に
は
、
A
L
P
S
は
放
射
性
物
質
を
取
り
除
く
た
め
の
専
用
設

備
と
の
解
説
が
あ
る
。
４
枚
目
で「
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性
物
質
を
国

の
規
制
基
準
を
満
た
す
ま
で
除
去
」す
る
、
と
の
方
針
を
説
明
し
て
い
る
。

残
る
ト
リ
チ
ウ
ム
に
つ
い
て
、
ど
れ
く
ら
い
の
量
が
あ
る
の
か
わ
か

る
の
が
５
枚
目
だ
。
処
理
水
を
溜
め
た
タ
ン
ク
は
1
0
0
0
基
を
超
え

る
が
、
含
ま
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
の
量
は
わ
ず
か
。「
純
粋
な
ト
リ
チ
ウ
ム

水
の
総
量
は
目
薬
1
本
分
」と
あ
る
。
そ
の
ト
リ
チ
ウ
ム
水
に
つ
い
て

は
６
枚
目
で「
水
と
ほ
ぼ
同
じ
性
質
の
液
体
」と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
７

枚
目
は
ト
リ
チ
ウ
ム
の
解
説
。「
雨
、
海
、
飲
料
水
、
食
べ
物
な
ど
身
近

な
も
の
や
私
た
ち
の
体
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
」と
あ
る
。

放
射
性
物
質
と
聞
く
と
不
安
に
な
る
が
、
８
枚
目
で「
ト
リ
チ
ウ
ム

安
全
性
で
結
論
は
出
て
い
る

安
全
性
で
結
論
は
出
て
い
る
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十
分
過
ぎ
る
警
戒
が
必
要
だ

十
分
過
ぎ
る
警
戒
が
必
要
だ

は
体
内
で
濃
縮
さ
れ
た
り
蓄
積
さ
れ
な
い
」と
安
全
性
に
つ
い
て
紹
介

し
、
９
枚
目
で「
ト
リ
チ
ウ
ム
が
出
す
放
射
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
紙

１
枚
で
防
げ
る
ほ
ど
弱
い
」と
特
徴
を
明
記
す
る
。

10
枚
目
以
降
は
、
海
洋
放
出
し
た
際
の
安
全
性
に
つ
い
て
の
解
説

と
な
る
。
安
心
対
策
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
、「
ト
リ
チ
ウ
ム
を
海
水
で

希
釈
し
、
安
全
な
水
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
」し
、
放
出
時
の
濃
度
は

「
国
の
基
準
の
40
分
の
1
、
世
界
保
健
機
関（
W
H
O
）の
飲
料
水
基
準

の
7
分
の
1
」（
11
枚
目
）に
す
る
、
と
の
方
針
を
示
す
。
そ
の
結
果
、

「
海
洋
放
出
す
る
ト
リ
チ
ウ
ム
の
年
間
の
総
量
は
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
運
転
当
時
の
管
理
目
標
値
を
下
回
る
よ
う
」に
す
る（
12
枚
目
）。

世
界
の
原
子
力
施
設
と
比
較
し
た
の
が
13
枚
目
だ
。
福
島
か
ら
年
間

22
兆
ベ
ク
レ
ル
の
ト
リ
チ
ウ
ム
が
海
洋
放
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

近
隣
で
は
韓
国
の
古こ

り里
原
子
力
発
電
所
が
91
兆
ベ
ク
レ
ル
、
中
国
の

秦し
ん
ざ
ん山

第
三
原
子
力
発
電
所
か
ら
は
1
2
4
兆
ベ
ク
レ
ル
が
放
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
近
隣
国
で
も
問
題
は
起
き
て
い
な
い
。
日
本
で

も
同
様
だ
ろ
う
。
14
枚
目
に
あ
る
と
お
り
、「
放
水
地
点
か
ら
2
〜
3
km

離
れ
る
と
ト
リ
チ
ウ
ム
の
濃
度
は
周
辺
の
海
水
と
同
じ
」に
な
る
。
さ
ら

に
、「
国
、
福
島
県
、
東
京
電
力
は
、
計
画
的
に
海
水
や
魚
な
ど
を
測

定
・
分
析
し
、
す
べ
て
の
分
析
結
果
を
W
E
B
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
」

（
15
枚
目
）。
誰
で
も
異
変
を
確
認
で
き
る
体
制
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

16
枚
目
は
総
ま
と
め
と
な
る
。「
海
洋
放
出
に
伴
う
人
へ
の
影
響
は

極
め
て
小
」と
あ
り
、
そ
の
安
全
性
は「
国
際
原
子
力
機
関（
I
A
E
A
）

や
世
界
各
国
の
専
門
家
に
確
認
」し
て
も
ら
っ
て
お
り（
17
枚
目
）、「
安

全
性
を
見
え
る
形
で
お
示
し
す
る
た
め
、
処
理
水
を
加
え
た
海
水
で

魚
や
貝
を
飼
育
し
て
W
E
B
公
開
し
て
い
ま
す
」（
18
枚
目
）と
結
ぶ
。

特
設
サ
イ
ト
に
は
、
こ
う
し
た
イ
ラ
ス
ト
図
解
に
加
え
て
解
説

動
画
も
あ
る
。
経
済
産
業
省
も
同
趣
旨
の
サ
イ
ト
を
設
け
て
い
る
。

風
評
加
害
と
闘
う
た
め
の
最
低
限
の
知
識
武
装
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。

東
京
電
力
や
経
済
産
業
省
は
特
に
反
論
し
て
い
な
い
が
、
一
部
活

動
団
体
が
、
保
管
中
の
処
理
水
か
ら
は
放
射
性
物
質
の
炭
素
14
が
除

去
さ
れ
て
お
ら
ず「
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
」と
主
張
し
て
い
る
。
だ

が
、
濃
度
は
1
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
最
大
2
1
5
ベ
ク
レ
ル
で
あ
り

（
東
京
電
力
の
デ
ー
タ
）、
そ
の
ま
ま
で
も
国
の
安
全
基
準
の
10
分
の

1
程
度
だ
。
そ
も
そ
も
日
本
人
男
性
の
体
内
に
は
炭
素
14
が
約

3
6
0
0
ベ
ク
レ
ル
含
ま
れ
て
い
る（
食
品
安
全
委
員
会「
放
射
性
物

質
を
含
む
食
品
に
よ
る
健
康
影
響
に
関
す
る
Q
&
A
」）。
自
然
に
、

そ
れ
も
体
内
に
も
と
も
と
あ
る
放
射
性
物
質
ま
で
リ
ス
ク
評
価
を
無

視
し
て
問
題
視
す
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。

学
ん
だ
知
識
は
反
撃
に
も
使
お
う
。
浄
化
が
十
分
で
な
い
ま
ま
海

洋
放
出
さ
れ
る
か
の
よ
う
な
冒
頭
の
報
道
や
活
動
団
体
の
発
信
を
見

か
け
た
ら
、「
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
は
除
去
」と
い
う
４
枚
目
の
イ
ラ
ス
ト

を
つ
け
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発
信
す
れ
ば
い
い
。
水
質
や
魚
介
類
の
安

全
性
に
ケ
チ
を
つ
け
る
報
道
、
発
信
に
対
し
て
は
15
枚
目
を
示
し
て
、

根
拠
は
何
か
、
問
い
詰
め
れ
ば
い
い
。
英
語
版
も
あ
る
。

https://w
w
w.tepco.co.jp/en/hd/alps_guide/index-e.htm

l

井い

川か
わ 

陽よ
う

次じ

郎ろ
う

工
房
Y
O
I
K
A
代
表

元
読
売
新
聞
東
京
本
社
・
論
説
委
員

東
京
生
ま
れ
。
大
学
で
統
計
力
学
な
ど
を
学
び
、
1
9
8
2
年
、
読
売
新
聞
社
入
社
。
科
学
技

術
・
医
学
の
報
道
や
論
評
に
関
わ
る
。
2
0
1
9
年
に
定
年
退
職
後
、
工
房
Y
O
I
K
A
を
設

立
。
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
な
ど
に
従
事
。
新
聞
社
在
職
中
も
含
め
、
東
日
本
大
震
災
後
は
、
放

射
性
物
質
の
管
理
や
被
ば
く
な
ど
に
関
す
る
リ
ス
ク
評
価
を
軽
視
し
た
報
道
が
増
え
た
こ
と
を

懸
念
。
メ
デ
ィ
ア
情
報
の
選
別
が
大
切
と
考
え
、
情
報
発
信
し
て
い
る
。

そ
こ
ま
で
警
戒
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
と
思
わ
れ
そ
う
だ
が
油

断
は
禁
物
だ
。
国
内
で
は
、
例
え
ば
5
月
30
日
の
朝
日
新
聞「
て
ん
で

ん
こ
、
こ
の
ま
ま
海
へ
」が
あ
る
。
連
載
１
回
目
の
文
末
で「
夏
に
は
海

洋
放
出
が
迫
る
処
理
水
。
放
出
へ
の『
理
解
』に
は
ほ
ど
遠
い
現
状
を

追
っ
た
」と
趣
旨
を
書
き
、
１
週
間
続
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
を
書
い
た

記
者
は
、
自
ら
の
新
聞
が
実
施
し
た
世
論
調
査
の
結
果
を
ご
存
じ
か
。

3
月
20
日
朝
刊
に「
処
理
水
放
出『
賛
成
』51
％
、『
反
対
』41
％
」と

あ
る
。
18
、
19
日
に
実
施
し
た
調
査
だ
。「
21
年
5
月
と
22
年
2
月
に

質
問
し
た
際
に
は
賛
否
が
拮
抗
し
て
い
た
が
、
初
め
て
賛
否
に
差
が

つ
い
た
」と
結
果
を
説
明
す
る
。
む
し
ろ
理
解
は
広
ま
っ
て
い
る
。

体
制
批
判
や
体
制
維
持
の
た
め
に
反
日
を
政
治
的
に
用
い
る
近
隣

国
の
動
き
も
要
注
意
だ
。
6
月
9
日
ハ
ン
ギ
ョ
レ（
韓
国
）新
聞
電
子

版
の
特
派
員
コ
ラ
ム
は「
汚
染
水
を『
A
L
P
S
処
理
水
』と
呼
び
、

各
種
広
告
を
通
じ
て『
汚
染
水
は
安
全
だ
』と
洗
脳
に
近
い
広
報
を
す

る
日
本
」「
日
本
の
原
発
汚
染
水
の
海
洋
放
出
に
よ
る
被
害
は
自
国
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
周
辺
国
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
に
、
東
京
電

力
へ
の
損
害
賠
償
請
求
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」と
批
判
の
ト
ー
ン

が
穏
や
か
で
は
な
い
。

同
日
朝
鮮
日
報（
韓
国
）は
中
国
と
韓
国
の
連
携
も
報
じ
る
。「
駐
韓

中
国
大
使
が
韓
国
野
党
代
表
と
面
会
し
、
福
島
汚
染
水
放
流
問
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
」「
中
国
大
使
は『
日
本
は
太
平
洋
を
自
分
の
家
の

下
水
道
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
』『
汚
染
水
放
流
に
は
決
然
と
反
対
す

る
』」「
野
党
代
表
は『
日
本
に
よ
る
核
汚
染
水
の
海
洋
投
棄
問
題
に
対

し
て
可
能
で
あ
れ
ば
共
同
の
対
応
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸

い
』と
述
べ
た
」と
書
く
。
中
国
、
韓
国
の
連
携
と
は
物
騒
で
あ
る
。

中
国
は
、
3
月
に
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
の
機
関
紙『
人
民
日

報
』が「
中
国
代
表
、
福
島
原
発
汚
染
水
を
海
洋
放
出
し
な
い
よ
う
改

め
て
日
本
に
厳
し
く
促
す
」と
国
際
的
な
宣
伝
活
動
を
報
じ
る
な
ど
、

反
日
姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。
経
済
苦
境
な
ど
の
国
内
事
情
を
考

え
れ
ば
、
今
後
も
手
を
緩
め
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

残
念
な
が
ら
、
国
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
に
十
分
注
意
す
る

し
か
な
い
。
悪
意
の
有
無
を
見
極
め
る
こ
と
な
く
取
材
に
応
じ
た
り
、

報
道
さ
れ
た
内
容
を
再
拡
散
し
た
り
す
れ
ば
、
結
果
的
に
風
評
加
害

に
手
を
貸
す
こ
と
に
な
る
。
取
材
に
訪
れ
る
相
手
は
、
ど
の
よ
う
な

メ
デ
ィ
ア
な
の
か
。
担
当
者
は
、
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
報
道
を
し
て
き
た

の
か
。
経
緯
に
つ
い
て
十
分
に
勉
強
し
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
事
実
に

基
づ
く
報
道
か
。
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

科
学
的
な
根
拠
な
し
に
批
判
に
前
の
め
り
な
メ
デ
ィ
ア
を
相
手
に

し
て
い
る
ヒ
マ
は
な
い
。

体
制
批
判
を
反
日
で
か
わ
す
中
国

体
制
批
判
を
反
日
で
か
わ
す
中
国


